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2 － 1　北海道地方とその周辺の地震活動（2023 年 11 月～ 2024 年 4 月）
Seismic Activity in and around the Hokkaido District (November 2023 – April 2024)

気象庁　札幌管区気象台
Sapporo Regional Headquarters,JMA

今期間，北海道地方とその周辺で M4.0 以上の地震は 107 回，M5.0 以上は 10 回，M6.0 以上は 2
回発生した．このうち最大規模は，2023 年 12 月 28 日に択捉島南東沖で発生した M6.6 の地震であ
った．

2023 年 11 月～ 2024 年 4 月の M4.0 以上の地震の震央分布を第 1 図 (a) 及び (b) に示す． 
主な地震活動は以下のとおりである．

（1）択捉島南東沖の地震（M6.6，最大震度 3，第 2 図 (a) 及び (b)）
2023 年 12 月 28 日 18 時 15 分に択捉島南東沖の深さ 40km（CMT 解による）で M6.6 の地震（最

大震度 3）が発生した．この地震の発震機構（CMT 解）は北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断
層型である．

（2）釧路地方北部の地震（M4.0，最大震度 4，第 3 図）
2024 年 1 月 13 日 15 時 55 分に釧路地方北部のごく浅い場所で M4.0 の地震（最大震度 4）が

発生した．この地震は地殻内で発生した．この地震の前後では，震度 2 ～ 1 を観測する地震が 4
回発生した．

（3）浦河沖の地震（M5.0，最大震度 3，第 4 図 (a) 及び (b)）
2024 年 4 月 5 日 05 時 31 分に浦河沖の深さ 66km で M5.0 の地震（最大震度 3）が発生した．

この地震の発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートと陸のプ
レートの境界で発生した．この地震は，既往の相似地震グループの最新の地震として検出された．
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第 1 図 (a)   北海道地方とその周辺の地震活動（2023 年 11 月～ 2024 年 1 月，M ≧ 4.0，深さ≦ 700km）

Fig. 1(a)  Seismic activity in and around the Hokkaido district (November 2023 – January 2024, M ≧ 4.0, depth ≦
700km).

第 1 図 (b)   つづき（2024 年 2 月～ 4 月，M ≧ 4.0，深さ≦ 700km）

Fig. 1(b)  Continued (February – April 2024, M ≧ 4.0, depth ≦ 700km).
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1122月月 2288日日  択択捉捉島島南南東東沖沖のの地地震震  

ｂ 

2023年 12月 28日 18時 15分に択捉島南
東沖の深さ 40㎞（CMT解による）で M6.6の
地震（最大震度３）が発生した。この地震の
発震機構（CMT解）は北西－南東方向に圧力
軸を持つ逆断層型である。今回の地震発生
後、28 日 18 時 37 分に M5.1 の地震が発生
するなど、この周辺で地震活動がやや活発
となった。 

1997年10月以降の活動をみると、今回の
地震の震央付近（領域ａ）では、M6.0以上の
地震が時々発生しており、直近では、2023年
９月29日にM6.2の地震が発生している。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ｂ）では、M8.0以上の地
震が３回発生している。1994 年 10 月４日
に発生した「平成６年（1994年）北海道東
方沖地震」（M8.2、最大震度６）では、根室
市花咲で 168cm（平常潮位からの最大の高
さ）の津波を観測するなど、北海道から沖
縄県にかけて津波を観測したほか、負傷者
436 人、住家被害 7,764 棟などの被害が生
じた（「日本被害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2023年 12月 31日、 

深さ０～100km、M≧4.0） 
2023年 12月の地震を赤く表示 
図中の発震機構は CMT解 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1919年１月１日～2023年 12月 31日、 

深さ０～100km、M≧6.0） 
2023年 12月の地震を赤く表示 

今回の地震 

ａ 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

北海道 

国後島 

択捉島 

今回の地震 
「平成６年(1994年) 
北海道東方沖地震」 

海溝軸 
択捉島 

国後島 

ｂ 

北海道 

「1973年６月 17日 
根室半島沖地震」 

海溝軸 

※深さは CMT解による。

（2023年 12月 28～31日、M≧3.0） 

第 2 図 (a)   2023 年 12 月 28 日　択捉島南東沖の地震

Fig. 2(a)  The earthquake southern east off Etorofu Island on December 28, 2023.
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Global CMT GEOFON

Mw 6.5 6.5

深さ 31.9 km 46km

１１7 気気象象庁庁CMT 防防災災科科研研
（（F-net））

USGS
（（W-pahse））

Mw 6.5 6.5 6.49

深さ 40km 35km 35.5km

22002233年年1122月月2288日日1188時時1155分分 択択捉捉島島南南東東沖沖のの地地震震MMjj66..66（（各各機機関関ののMMTT解解））

周辺の気象庁CMT解の分布図

（掲載なし）

USGS震源
深さ23.8km

防災科研（AQUA）

防災科研（F-net）： https://www.fnet.bosai.go.jp/event/joho.php?LANG=ja
USGS（W-phase）：https://earthquake.usgs.gov/earthquakes/map/
Global CMT： https://www.globalcmt.org/CMTsearch.html 
GEOFON MT：https://geofon.gfz-potsdam.de/eqinfo/list.php?mode=mt
防災科研（AQUA）：https://www.hinet.bosai.go.jp/AQUA/aqua_catalogue.php?LANG=ja

一元化震源
M6.6

深さ30km

第 2 図 (b)   つづき

Fig. 2(b)  Continued.
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１１月月 1133日日  釧釧路路地地方方北北部部のの地地震震  

ｂ 

2024 年１月 13 日 15 時 55 分に釧路地方
北部のごく浅い場所で M4.0の地震（最大震
度４）が発生した。この地震は地殻内で発
生した。今回の地震の前後では、震度２～
１を観測する地震が４回発生するなど、地
震活動がやや活発となった。 

2001 年 10 月以降の活動を見ると、今回
の地震の震央付近（領域ａ）では、M3.0以
上の地震が時々発生しており、2014年 11月
14日に M4.2（最大震度３）が発生している。 

1919年以降の活動を見ると、今回の地震
の震央周辺（左下図）では、M6.0以上の地
震が４回発生しており、そのうち、1938年
５月 29 日に発生した M6.1 の地震（最大震
度３）では、死者１人、家屋倒潰５棟、半崩
２棟、破損 36棟などの被害が生じた。なお、
この地震により屈斜路湖では小津波と思わ
れる高さ 90cm の水位変化があった（「日本
被害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（2001年 10月１日～2024年１月 31日、 

深さ０～30km、M≧1.0） 
2024年１月の地震を赤く表示、▲は活火山を示す 

左図内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1919年１月１日～2024年１月 31日、 

深さ０～100km、M≧4.0） 
2024年１月の地震を赤く表示、▲は活火山を示す 

今回の地震 

ａ 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

今回の地震 

摩周湖 

アトサヌプリ
屈斜路湖 

阿寒湖 

摩周 

雄阿寒岳 

雌阿寒岳 

屈斜路湖 

摩周湖 

阿寒湖 

摩周 

雄阿寒岳 

雌阿寒岳 

アトサヌプリ

（2024年１月１～31日、Ｍ全て） 

第 3 図  2024 年 1 月 13 日　釧路地方北部の地震

Fig. 3 The earthquake in the northern part of Kushiro region on January 13, 2024.
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2024年４月５日05時31分に浦河沖の深さ66km
でM5.0の地震（最大震度３）が発生した。この
地震の発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸
を持つ逆断層型で、太平洋プレートと陸のプレ
ートの境界で発生した。 

2001年10月以降の活動をみると、今回の地震
の震源付近（領域ｂ）では、Ｍ５程度の地震がし
ばしば発生している。 

1919 年以降の活動をみると、今回の地震の震
央周辺（領域ｃ）では、M6.0 以上の地震がしば
しば発生している。「昭和 57年（1982年）浦河
沖地震」（M7.1、最大震度６）では、北海道で重
軽傷者 167人、住家全半壊 41棟などの被害が生
じた（「昭和 57・58年災害記録」（北海道、1984）
による）。 

震央分布図 
（1919年１月１日～2024年４月 30日、 

深さ０～150km、M≧6.0） 

４４月月５５日日  浦浦河河沖沖のの地地震震  

震央分布図 
（2001年 10月１日～2024年４月 30日、 

深さ０～150km、M≧2.0） 
2020年９月以降の地震を濃く、 
2024年４月の地震を赤く表示 

ｂ 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

「昭和 57年（1982年）
浦河沖地震」 

今今回回のの地地震震  

のの震震央央位位置置  

ｃ 

今今回回のの地地震震  

Ａ 

ａ

「平成 30年北海道

胆振東部地震」 

Ｂ 

ｂ 
今今回回のの地地震震  

Ａ Ｂ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

「1968年十勝沖地

震」の最大余震 

橙色の破線は、Kita et al. (2010, EPSL)による

太平洋プレート上面のおおよその深さを示す。 

第 4 図 (a)   2024年 4月5日　浦河沖の地震

Fig. 4(a)  The earthquake off Urakawa on April 5, 2024.
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浦河沖で発生した2024年4月5日のM5.0の地震（最大震度３）について、強震波形による相関解析を行った結果、

既往の相似地震グループの最新の相似地震として検出された（グループD）※１。

※１ 各観測点の波形の比較で得られたコヒーレンスの中央値が0.95以上の場合に相似地震として検出し、相似地震のグループ分けはコヒーレンスを用いて機械的に行っている［溜渕ほか、2014］。

※２ すべり量推定には、モーメントマグニチュードと地震モーメントの関係式［Hanks and Kanamori(1979)］及び 地震モーメントとすべり量の関係式［Nadeau and Johnson(1998)］を使用。得られた積算すべり量と経過時間

から最小自乗法を用いてグループ毎の年平均すべり量を求めた。

※２

※２

今今回回のの地地震震

44月月55日日のの浦浦河河沖沖のの地地震震（（相相似似地地震震））

今今回回のの地地震震

今今回回のの地地震震

今今回回のの地地震震

●波形例

震央

静内町ときわ

第 4 図 (b)   つづき

Fig. 4(b)  Continued.
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